
（実施類型） （取組の概要） （実施（予定）時期）

（取組の効果額） （取組の効果額内訳）

（取組の概要） （検討状況・課題）

（取組の概要） （（実施済のみ）性能発注内容） （実施（予定）時期）

（取組の効果額） （取組の効果額内訳）

（取組の概要） （検討状況・課題）

百万円(年)

検討中 ●
官民連携による包括委託の導
入にあわせた、共同での包括
委託などによる広域化等

平成29年度策定の箱根町新水道ビジョンにおいて、委託の範
囲拡大に向けて調査研究を進める方針を定めた

実施予定 年 月 日

実施済

取組事項 民間活用（包括的民間委託）

検討中

年 月 日

百万円(年)

効果額未算定

  

23 4 1施設管理の
共同化

管理の一体化

実施済 ●
経営統合

施設の
共同設置・利用

料金システムを一部事務組合に
おいて共同運用

実施予定  ●

取組事項 （水道事業）広域化等

現行の経営
体制を継続指定管理者

制度
包括的
民間委託

PPP/PFI方式
の活用

● ●

抜本的な改革の取組

事業廃止
民営化・
民間譲渡

地方独立
行政法人
への移行

広域化等
民間活用

団体名 業種名 事業名 施設名

箱根町 水道事業 ―

公営企業の抜本的な改革の取組状況（令和7年3月31日時点）

実施状況

抜本的な改革の取組状況



（実施類型） （取組の概要） （実施（予定）時期）

（取組の効果額） （取組の効果額内訳）

（取組の概要） （検討状況・課題）

（取組の概要） （（実施済のみ）性能発注内容） （実施（予定）時期）

（取組の効果額） （取組の効果額内訳）

（取組の概要） （検討状況・課題）

百万円(年)

検討中 ●

終末処理場及びポンプ場の維
持管理に関する経費削減、省
力化を目的とした包括的民間委
託導入の可能性について検討
を開始。

終末処理場及びポンプ場の維持管理について業務委託化は進
んでおり、行政職員数も少人数体制であることから、包括的民
間委託を導入する際の一般的な経費削減のメリットは少ない。
ただし、施設管理を持続可能する為の技術職員確保の面から
すると、経費とは別問題として検討の必要性があり、包括的民
間委託で対応すべきか、引き続き検討を行う。

実施予定 年 月 日

実施済

取組事項 民間活用（包括的民間委託）

百万円(年)

検討中 ●

当町の終末処理場及びポンプ
場施設は、地理的に統合・広域
化は馴染まないが、脱水汚泥に
ついては外部処理が可能であ
り、経費削減、処理施設の代替
や非常時対策として有効と考え
られることから、検討を開始。

神奈川県汚水処理事業広域化・共同化検討会に県内市町村と
参画し、「県内処理場汚泥融通ワーキンググループ」や「単独汚
泥を流域で処理ワーキンググループ」活動で検討を重ねてい
る。処理場間で脱水汚泥を搬出、搬入するには、設備面、地域
住民の合意など課題も多い。

汚泥処理の
共同化

維持管理・事務
の共同化

最適な汚水処理施設
の選択（最適化）

実施予定

集落排水･公共下水と
の統合

特環下水と公共下
水との統合

その他

処理場廃止あり 処理場廃止なし

年 月 日

公共下水･流域下水
の統合

公共下水同士
の統合

取組事項 （下水道事業）広域化等

実施済
汚水処理施設の

統廃合

現行の経営
体制を継続指定管理者

制度
包括的
民間委託

PPP/PFI方式
の活用

● ●

抜本的な改革の取組

事業廃止
民営化・
民間譲渡

地方独立
行政法人
への移行

広域化等
民間活用

団体名 業種名 事業名 施設名

箱根町 下水道事業 公共下水道

公営企業の抜本的な改革の取組状況（令和7年3月31日時点）

実施状況

抜本的な改革の取組状況



抜本的な改革に取り組まず、現行の経営体制・手法を継続する理由及び現在の経営状況・経営戦略等におけ
る中長期的な将来見通しを踏まえた、今後の経営改革の方向性

包括的な民間委託は実施していないが、温泉管及び貯湯槽等の施設の清掃、温泉蒸気井管理等の業務を個別に民間
事業者へ委託しています。また、温泉事業の要である温泉源泉の状態は良好であり、上下水道温泉課が一体的に効率
よく運営を実施していることから経営状態も良好となっております。

●

現行の経営
体制を継続指定管理者

制度
包括的
民間委託

PPP/PFI方式
の活用

抜本的な改革の取組

事業廃止
民営化・
民間譲渡

地方独立
行政法人
への移行

広域化等
民間活用

団体名 業種名 事業名 施設名

箱根町 観光施設事業 その他観光

公営企業の抜本的な改革の取組状況（令和7年3月31日時点）

実施状況

現行の経営体制・手法を継続する理由、今後の方向性


